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我々は，超低周波領域（ELF 帯域）の地磁気変動を高感度に観測するために，低温 SQUID を用

いた磁力計の開発と検証を行っている。前回の発表[1]では，試作システムを用いて能登半島で観

測試験を行い，1pT/√Hz 以下の現象である Schumann 共鳴が観測できたことを報告した。また，

バイアス電流をスイッチングしながら出力をサンプル＆ホールドすることでプリアンプ由来の低

周波ノイズを除去する直接読み出し方式の FLL の開発についての報告も行った。	 

今回，データ収録系の 24bit 化およびシステムをバッテリ駆動にする改良を行い，白山の麓（白

山市白峰西山：標高 770m）で観測試験を行ったのでその結果を報告する。	 

図 1 に白山市白峰西山での観測試験風景を示す。クライオスタットは防風・防雨のために非磁

性のケースでカバーしている。バッテリによる連続駆動時間は約 1 週間で，GPS 機能付きの 24bit

データロガーでデータを収録した。図 2 に観測された地磁気変動（南北成分）のスペクトログラ

ムの一例を示す。常時見られる約 8Hz を基本波とした Schumann 共鳴の高調波構造に加え，夜間

（15:00-20:00UT）の 0.5~7Hz 付近に電離層 Alfvén 共鳴によるバンド構造が観測できていること
がわかる。観測周波数帯域が限られる誘導コイルではこれら両方の現象を同時に観測することが

難しいが，SQUID 磁力計では両者が同時観測できるため，広い帯域での微小な地磁気現象の相関

などを研究する上で有利であると考えられる。講演では，SQUID センサの改良と RF シールドの影

響の低減を図ることで，現在の背景ノイズ（0.1~0.2	 pT/√Hz@10Hz）の改善が可能かどうかにつ

いての検討も行う。	 
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Fig. 1 Measurement setup at Shiramine, Hakusan. 
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Fig. 2 Spectrogram of the northward component of the 
geomagnetic field observed using the system. 
Schumann resonance and ionospheric Alfvén resonance 
are detected. 
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